
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和4年度学校評価 計画

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 〇「鹿島っ子の学び仕草10カ条」で学習習慣が
向上したクラスが80％以上になるよう努める。
〇朝の「算数・国語タイム」を設定し、基礎的な計
算力や読解力の向上を目指して取り組む児童を
80％以上にする。

○学力向上対策評価シートに示したマイプランを
達成した教師を９０％以上にする。

・「鹿島っ子の学び仕草10カ条」をもとに、月ごとに目標をた
て、月末に振り返りを行うことで、習慣化するよう呼びかける。
・算数タイムでは、個人の計算力が高まるよう、毎週ファイルで
振り返りできるようにする。
・国語タイムでは、αドリルを用い、解説の際に大切なことばに
線を引いたり、問いと結び付けたりして、読解力の向上を目指
す。
・２ケ月に一回「鹿島の学び」を発行し、学力向上に関わる情
報発信に努める。
・中間評価を行う時に、グループでマイプランの進捗について
振り返り、９０％以上の達成を目指す。

A

・「鹿島っ子の学び仕草10ケ条」をもとに、月ごとに定着
を図ってきた。今後も習慣化するよう呼びかけていく。
・算数タイムでは、前期に計算力が高まるよう取り組ん
だ。後期は、数学的な見方考え方が向上するよう取り組
んでいる。
・国語タイムでは、αドリルで読解力が向上する問題に
取り組んでいる。
・夏季休業明けに職員個人のマイプランを振り返らせ、
達成状況の確認と今後の取り組みについて確認するこ
とができた。

A

・「鹿島っ子の学び仕草10ケ条」をもとに、月ごとに定着
を図ってきたので、「クラスで落ち着いて学習できてい
る」児童91％となった。
・算数タイム、国語タイムでは、読解力の向上や基礎学
力の定着を目指し、継続して取り組んだので、「最後ま
で、粘り強く取り組んでいる」児童が９２％となった。
・学力向上対策評価シートに示したマイプランを達成し
た教師が95％であった。今後も具体的な方策を話題に
しながら、意識を高めていく必要がある。

A

・グループでの取り組みなどマイプランの習慣
化への取り組みが継続できていることを評価
したい。
・国語・算数は、学びの基礎となるので、繰り
返し学べていることがしっかりできていると思
う。

〇児童の学ぶ意欲が高まる授業の実践
（校内研究の充実）

○学習に粘り強く取り組んでいる児童の割合
を、昨年度より５ポイント上げる。
○授業づくりのステップ１・２・３を意識し、「ふりか
えり」の項目でステップアップできた教師の割合
を８０％以上にする。

・単元を通して目指す姿を児童と共通認識し、単
元と単元、または単元と実生活の関連付けを
行って、次の授業への意欲を持たせる。
・授業づくりのステップを継続して意識できるよう
に、定期的にセルフチェックの時間を設ける。

B

・学習に粘り強く取り組んでいる児童の割合は90％であ
り、昨年度と同程度である。
・授業づくりの「ふりかえり」の項目で低い評価の教師が
多いため、ふりかえりの項目を意識して授業づくりを行う
ように声かけを行うようにした。

B

・学習に粘り強く取り組んでいる児童の割合は92％であり、高い割合を
保っている。
・授業づくりの「ふりかえり」の項目では82％の教師がレベルアップ、ま
たは同じ水準を保つことができている。また、7月のチェックシートと比べ
て、すべての項目の平均点において高い評価になっている。ただし、評
価が下がっている教師もいるためそれらの改善が必要である。

A

・学習に粘り強く取り組んでいる割合が９０％
以上と素晴らしく感じる。
・教職員の指導体制や授業に対する取り組み
が、児童の粘り強い学びにつながっていると
思う。

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

〇命や人権について考える授業や集会を行い、
保護者アンケートの項目「学校は心の教育や命
の大切さなどを熱心に指導している」において８
０％を目指す。

・友達の優しい言動を見つけたら葉っぱに記入して貼っ
ていく「やさしさの木」の取り組みを年間通して行う。
・「ふれあい道徳」を行い、保護者も一緒に考えてもらう
場面を設定するなど、参加型の授業づくりを行う。 A

・10月のアンケートの結果は、「思いやり・協力」「生命尊
重・自然愛護」の全ての項目で80％以上だった。「やさし
さの木」の取り組みや、日常生活の中で良かったことを
誉め合うことで、自他の生命を尊重する心や他者への
思いやりの心を育てる一助になっている。

A

・「思いやり・協力」で80％以上、「生命尊重・自然愛護」で93％
だった。友達に嫌なことを言ったりしたりしている児童が5人に1
人の割合でいるので、減らしていく必要がある。自他の生命を
尊重する心や他者への思いやりの心を育てるために、「やさしさ
の木」の取り組みは有効だった。来年度も継続していきたい。 A

・思いやり、協力、生命尊重、自然愛護等の心
の教育が良く行われている。
・「やさしさの木の取り組み」「保護者が参加で
きるふれあい道徳」などの取り組みが素晴らし
いと思う。

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

〇定期的に心のアンケートを実施し、
「学校が楽しい」と答える児童の割合が８
０％以上をめざす。

・教育相談週間を設け、児童一人一人の思
いを受け止め、気になる児童は特に注意深
く見守る。
・Q-Uアンケートで困り感や侵害意識のある
児童を把握し、いじめの早期発見、早期解
決を図る。

A

・4月心のアンケートでは「学校が楽しい　83％」、「悩み
はない　85％」で、概ね良好に過ごしていると思われ
る。5月教育相談週間、6月QUアンケート、7月いじめア
ンケート等で、気になる児童については、個別に聞き
取って、学級、学年ぐるみで対応したり、SCへつなげた
りしている。保護者とも十分話し合って安心感を与える
ようにしている。

A

・10月実施の心のアンケートでは、「学校が楽しい」は８
３％であった。職員同士がいろいろな場面で児童の見
取りに努め、共通理解を進めている。スクールカウンセ
ラーと連携し、児童や保護者からの相談が継続して実
施できたり、気になる児童について担任から保護者や
児童に声をかけたりできた。いじめの調査も月１回実施
している。

A

・「学校が楽しい」「悩みがない」と感じている
児童が８５％いても「楽しくない」「いじめられて
いる」という児童が一人でもいれば、早期発
見・早期対処がとても大切であると感じる。
・アンケートが早期発見の一助となるよう、内
容や項目も気配りをしてほしい。

◎目標達成に向けて努力しようとする態
度の育成

○地域・保護者と学校の連携・協働

◎「一事貫行」に意識して取り組むことが
できる児童を80％以上にする。

〇「ふるさと鹿島」を誇りに思うような地
域人材の活用。

・1年間毎日続けて取り組むめあてを全児童に決めさ
せ、振り返る習慣をつけて、自分のめあてを日々意識さ
せる。
・取り組み続けている児童を紹介する場を設け、取り組
みが続かない子へも声かけを行っていく。
・地域人材（保護者を含む）をゲストティーチャーとして授
業に生かし、体験学習や環境学習等の充実を目指す
（各学年１単元以上）。

A

・10月のアンケートでは、一事貫行に毎日取り組ん
でいると答えた児童が８６％であった。今後も振り
返りカレンダーや学期末の放送などで意識を継続
させていく。
・まだまだGTとして地域の方を迎えることが難しい
社会状況であるが、面づくり、歴史の講話、交通教
室等での活用ができてきている。

A

・一事貫行の達成率は後期の児童アンケートでも
８５％で目標は達成できた。しかし、クラスによって
振り返りカレンダーの活用の差が見られた。振り
返りの工夫が必要である。
・学校外の組織や人材等と連携を進めながら、教
育活動に人材を生かすことができた。（総合的な
学習等）

A

・新型コロナの流行でしばらくできなかった地
域の方々との交流やふるさと鹿島を誇りに思
うような授業をしてほしい。
・ゲストティーチャーを迎えた授業を行うことで
地域を意識するきっかけになればと思う。人材
リストなどを作成し活用してもらいたい。

●「運動習慣の改善や定着化」

●「望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成」

●授業以外で運動やスポーツを行う時
間が1週間で420分以上の児童生徒８
０％以上。

●「健康に食事は大切である」と考える
児童生徒80％以上。

・休み時間の外遊びを促すために、県のス
ポーツチャレンジを活用する。学校独自の
「鹿島っ子チャレンジ」の取組で上位の学級
を表彰するなど、児童の意欲を引き出す。

・給食センターから講師を招き、食育指導を
行う。
・給食週間を設け、児童が食を大切に考え
る場を作る（食に関するアンケートを２回実
施）。

A

・１０月のアンケートを見ると、「運動をしたり体を動かす
遊びをしたりしている」児童の割合が９４％であった。９
月にドッジボールラリー、１１月に８の字跳びに取り組ん
だ。体育の授業などでの取り組みも積極的に行い、各
学年グループで上位を目指し、実践を深めることができ
た。
・11月のアンケートでは「健康に食事は大切である」と答
えた児童は100％であった。（毎年５年生集計）
・給食センターから講師を招いて学年に合った内容の食
育授業や、給食時間の食育指導をしていただいた。
・10月実施のアンケートでは、好き嫌いせず正しいマ
ナーで食事をしていると答えた児童は92％であった。

A

・「運動をしたり体を動かす遊びをしたりしている」児
童の割合が９３％と、運動習慣を定着化させること
ができた。コロナ禍であったが、縦割り班での8の字
跳び大会を開催したり、県の「スポーツチャレンジ」と
関連させて学級で8の字跳びに取り組むよう呼びか
けをし、上位の学級に表彰を行うなど、運動に対す
る意欲を高めることができた。
・全学級で給食センターの栄養教諭と連携し食育授
業や指導を実施した。
・給食週間では、委員会を中心に食の大切さについ
て考える場を設定した。好き嫌いせず正しいマナー
で食事をしていると答えた児童は９１％であった。

A

・子ども達自身が、運動や食事の大切さを知
ることはとても大切なので、これからも取り組
みを続けてほしい。
・食育指導は、保護者の方にも十分伝わるよ
うな方法で実施できればよいかと思う。

○よりよい生活習慣を求める児童の育
成
　・生活リズム　　・挨拶
　・掃除　　　　　　・廊下歩行
　

●100点運動において８0点以上の児童
70％、語先後礼のあいさつや元気な返
事ができる児童、廊下で静かに過ごせる
児童が80％以上、無言掃除ができる児
童90％以上(前年比＋5％)をめざす。

・年３回生活リズム100点運動に取り組み、生活
リズムを見直し、いいリズムの定着を図る。
・全校朝会等で生活目標の振り返りや取組例を
紹介することで、実践への意識づけを行う。
・毎月の児童会活動(生活委員会)での取り組み
や、生徒指導だよりを通して、全児童・職員で共
通理解・共通実践していく。 B

・期間中は生活リズムを意識した生活がおおむｊねでき
ている。２回目は夏休み明けに実施し、１回目より点数
が下がった学年があった。長期休み中の規則正しい生
活の継続が課題である。
・全校朝会での話や、職員連絡会等を活用し、児童や
教職員で課題を共有し、問題行動等の早期発見早期解
決に努めている。
・生活委員会の児童が主体となって呼びかけをし、安全
安心、ルールを守って楽しい学校生活を送る児童が増
加してきている。

A

・早起き・朝食は、目標を達成できたが、メデイアは個
人差が大きく達成できなかった。今回、家庭のルール
を設けることで良い結果が得られた児童もいた。今後
も家庭と連携しながら、生活習慣の改善を進めていき
たい。
・「無言そうじ」の達成状況が88％と唯一年度当初に設
定した目標に2％届かなかったが、いずれの項目も前
年度より達成できている児童の割合が増加した。
・「あいさつ」については児童の自己評価と保護者や地
域の方からの声に開きがあるように感じる。来年度は
「相手に伝える」をより意識して指導していきたい。

B

・先生方の指導で生活目標を達成することも
大事だが、上級生の児童が主体となって行わ
れる取り組みが学校全体に広がって、全体で
達成できた時の充実感を味わうことも大切か
と感じる。
・先生方の共通理解による長期取り組み、指
導、児童への寄り添いが子ども達の成長を育
んでいると思う。
・視力の低下など心配されることがあり、家庭
での生活リズムも大切だと感じる。

A

・時間外勤務については、前年比を下回り、順調に
削減できている。定時退勤日を職員の業務の量に
合わせ、金曜日に変更。後期より退勤ボードを活
用して時間外労働時間の減少に取り組んでいる。 A

・これまで以上に時間外勤務を減らすよう声か
けを行っている。これまでの1ヶ月あたりの時
間外勤務実績は、前年と比べ１５％減と大きく
目標を超えて達成することができた。

A

・先生方の心身の健康こそ良い学校教育につ
ながると思う。
・働きやすい環境を作り、今後優秀な人材が
教職を目指すようになってほしい。

B

・会議については、昨年並みの回数を行い、時間
内の終了を心がけている。保護者への電話対応
等、時間外での対応をできるだけ減らしていくよう
職員へ意識づけたい。 A

・会議の時間短縮のため、連絡会を利用したり、
掲示板を利用したりと時間効率を考えた進行を心
がけることができた。掲示物や呼びかけ等で、職
員の時間外の保護者連絡を減らしていくことがで
きた。

A

・コロナ前に行っていたことをそのまま元に戻
さず、行事等の取捨選択をし、効率化した方
が良い。
・コロナ禍での取り組みを今後生かしていって
ほしい。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○安心・安全な学校づくり

〇危機管理意識の高揚 〇危機管理マニュアルの周知徹底及び施設設備や教
育活動の安全チェックを定期的に実施する。
〇児童の交通事故０を目指す。
〇避難訓練及びその事前指導、事後指導を通して児童
に危機回避能力を身に付けさせる。

・年３回の避難訓練等の安全指導を強化し、教職員間の危機
管理マニュアルを共通理解する。
・防犯ボランティア、警察署、交通指導員との連携を強化し、情
報を共有することで児童の安全を確保する。
・登校の自己評価及び定期的な集団下校を実施することで、
交通安全への実践的態度を養う。 B

・前期に火災時の避難訓練を行った。消防署員の方を招いての実施で実践的な指
導を行うことができた。また、避難時の児童の避難方法の問題点に気付き、夏休
みに生活指導部で検討し、次回の避難訓練に向けての危機回避マニュアルの共
通理解を図った。
・登校班長への腕章の配布や毎月の登校状況の振り返りをさせた。意識が高まっ
てきてはいるが、まだ十分ではない。また、コロナ感染症のために集団登校が1度
もできておらず、児童の登校班への意識が低い。各家庭やボランティア、警察署、
交通指導員と一層連携を強化し、職員全体で歩調を揃えて指導していく必要があ
る。

A

・避難訓練では、効果的で実際的な訓練を実施し、危機回避能
力を身につけさせることができた。また、実施後の問題点（避難
の並び方）をもとに全職員間で共通理解を図ることができた。
・毎月の登校状況のふり返りを月に一度行った結果、班長を中
心に意識が高まり危機回避能力を身につけつつある。今後も、
各家庭やボランティア、警察署、交通指導員と一層連携を強化
し、職員全体で歩調を揃えて指導していきたい。

B

・埼玉で発生した侵入事件をきっかけに、当校
でも早急に不審者対策を見直し、検討してもら
いたい。
・低学年の下校の様子で、急に走り出したり飛
び出したりと見ていて危険と感じることがあっ
た。
・２年前ぐらいから登校班の乱れを感じる。

○特別支援教育の充実

〇個に応じた指導、支援の充実 ○個別の教育支援計画・指導計画、支援シート
の作成100％。
〇特別支援教育に関する専門性の向上。
〇情報共有を定期的に行う。（週1回の連絡会）

・個別の教育支援計画・指導計画、支援シートの作成のため
の研修を行う。作成する期間を決めて取り組む。
・年２回、特別支援教育に関わる研修会を実施し理解を深め
る。
・校内支援委員会を中心に、連絡会や学級経営会議等でも定
期的に情報共有の機会を設ける。

B

・個別の支援計画指導計画については、１１月をめどに前期分の
記入予定である。後期は２月を計画している。
・６月に公開授業、７月に研修会を実施し、全職員に特別支援教
育の理解を図ることができた。
・連絡会では、気になる児童について全クラス話をしてもらい、児
童理解をしているところである。

A

・具体的取組は計画通り実施できた。配慮や支援
の必要な児童については、進級にむけて、引き継
ぎ資料を作成中である。個別の教育支援計画・指
導計画の作成ができた。今後は合理的配慮につ
いて学級担任に広めていなければならない。

A

・特別支援教育には、専門性も必要となってく
るので、研修の機会も大事だと思う。
・全職員で共通理解を図る取り組みで、保護
者への働きかけなどの支援内容を評価した
い。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

①学力の向上・・・経年比較において多くの学年が前年度を上回り、教師の授業改善も向上している。次年度は、多様な学習（タブレット、図書館教育等）への対応を進め、家庭学習の充実を図る。
②豊かな心の育成・・・いじめについての早期発見、早期対応ができ、心の教育の推進ができた。次年度は、さらに人権教育の充実を図り、担任が支持的風土のある学級づくりができるような取り組みを進める。
③健やかな体づくり・・・体づくり、食育等の教育活動は計画通り行うことができた。避難訓練については、さらに安全教育を確実に行い、次年度は、防災教育についても地域と連携を図りながら取り組んでいく。
④働き方改革・・・時間外勤務の減少など職員にも業務の効率化が意識づき始めている。さらに効率よい業務となるよう行事や週時程の見直しを進めていく。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

①学力の向上・・・「マイプランの達成」「校内研究の充実」などの職員の努力目標については、達成はできつつある。しかし、児童の学力への結びつきが十分にできているとは言えず、児童の学力へどう生かしていくのかが課題である。

②特別支援教育の充実・・・学校内の特別支援教室や通級学級や普通学級における個別の支援が必要な児童について、さらに学校全体で共通理解を図り、全職員で支援を続けていく組織づくりが必要である。

③心の教育・生徒指導の充実・・・教育相談や心のアンケートで児童の悩みについての把握やケアができてきている。個別支援と学級支援の双方を十分に実践できるような計画づくりを図る。

④体力の向上・・・食育の重要性については、児童、保護者とも高い意識付けができているが、朝食が喫食できずに登校している児童もあるので、改善を図れるように働きかけていく。また、スポーツチャレンジをきっかけに、運動に楽しんで取り組む児童を増やしていけるような取り組みを計画していく。

⑤校内研修の充実・・・すべての学級担任が研究授業に取り組み、国語科についての研究推進が実践できた。「主体的に学ぶ児童」について研究を深め、全児童に還元していくような研究としていく。

⑥新しい学習指導への対応・・・「プロジェクトE]に係る１人１台端末を活用した授業改善を進めてきたが、今後さらに効果的な活用法について、他校の実践を取り入れながら、発展、応用させていく。

２　学校教育目標 いのち輝く　鹿島っ子の育成

３　本年度の重点目標

①学力の向上　　　・対策評価シートの活用　・授業づくり１．２．３の実践　・学習習慣の確立　・家庭学習の充実

②豊かな心の育成　・いじめの早期発見早期対応　・心の涵養　・特別支援教育の充実　・郷土愛の育成

③健やかな体づくり　・スポーツチェレンジへの挑戦　・食育の充実　・防災意識の向上

④働き方改革　　　　・行事や会議の精選　・業務の効率化　・笑顔、元気のある教職員

学校名 鹿島市立鹿島小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

中間評価 最終評価 学校関係者評価

・定時退勤日の設定（毎週水曜日）及び確
実な実施（定時退勤ボードの活用）。
・教職員の時間外勤務について1ヶ月あたり
前年度比3％削減する。
・会議資料の事前配付と提案時間の設定。
・保護者への時間外対応の削減の周知を行
う。問題に対しての迅速かつ組織的な対応
を心がける。

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

◯学校行事の精選と会議の効率化

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

◯職員アンケートにおいて「業務の効率
化が効果的な教育活動につながった」と
考える職員８０％以上。


